
　
わ
が
国
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数

は
３
６
１
７
万
人
で
、
総
人
口
に
占

め
る
割
合
は
28
・
７
㌫
と
な
り
、
過

去
最
高
の
更
新
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
百
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
、

８
万
４
５
０
人
と
な
り
、
50
年
連
続

で
増
加
し
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省

９
月
15
日
発
表
）。

　
本
市
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
数
は
１
万
７
１
４
９
人
で
、
総
人

口
に
占
め
る
割
合
は
31
・
７
㌫
と

な
っ
て
お
り
、
約
３
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
百
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
42
人

（
前
年
比
５
人
増
）
と
、
人
生
百
年

時
代
が
到
来
し
つ
つ
あ
り
ま
す
（
10

月
１
日
現
在
）。

　
長
生
き
す
る
の
な
ら
、
健
康
で
楽

し
く
生
き
た
い
と
思
う
人
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
健
康
で
暮
ら

す
た
め
に
は
、
元
気
に
年
齢
を
重
ね

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
の
山
本
菜な

都つ

子こ

さ
ん
と

南
亜あ

優ゆ

さ
ん
が
、
市
内
の
元
気
な
高

齢
者
の
皆
さ
ん
に
、
元
気
に
暮
ら
す

秘ひ

訣け
つ

を
取
材
し
、
地
域
や
人
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
る
高
齢
者
の
活

動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

住み慣れたまちで元気に暮らす
特　集

● 問合先　長寿社会課高齢福祉・介護認定係（　 ☎㉓２１６２）

黒川コミュニティセンターでのいきいき百歳体操二里町での昔遊び（水鉄砲）体験

市老人クラブ連合会ゲートボール大会

〜集まる 語る が元気のもとに〜

老人憩の家でのミニ門松づくり
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仲間と楽しく過ごす　〜いきいき生きがいづくり〜

　毎週木曜日、老人福祉センター『生きがいと創造の
家』で陶芸教室を開催しています。60 代〜 90 代の
18 人が参加し、茶碗や湯呑み、花瓶など、自由に作
品づくりを楽しんでいます。教室では、互いの作品の
良いところを褒めたり、アドバイスをしたり、和気あ
いあいとした雰囲気です。

陶 芸 教 室

　高齢になると体力や筋力が落ちて、いずれ介護が必要になることはしかたがないことと思っていませんか。
　市では介護予防のため『いきいき百歳体操』を、コミュニティセンターや自治公民館などで実施しています。百歳
体操に参加することで知り合いが増え、人と人とがつながるきっかけにもなっています。
　黒川コミュニティセンターで開催された『いきいき百歳体操』を取材しました。この日は、体操の前に『認知症ミ
ニ講座』があり、久留米大学医学部看護学科の石橋優

ゆ

衣
い

さんと工藤悠
ゆ

弓
み

花
か

さんが、手書きのイラストやクイズを交え
ながら講話をしました。参加者は楽しみながらも熱心に聞き入っていました（写真下）。

参加者の声を聞いてみました
　「認知症講座がわかりやすかった」
　「体操を続けてつまずかなくなった」
　「気持ちが明るくなり、友人が増えた」

市老人福祉センター　ことぶき荘

老人福祉センター長
川内幸人さん（右）
　「風呂やカラオケなど、
友人と一緒にお越しくだ
さい」

　老人福祉センターは、60 歳以上の人が健康増進や教養の向上、レクリエーションのために利用できる施設です。
　囲碁やカラオケ、健康マージャン、大正琴など、いろいろなサークル活動に利用できます。

絵付け作業

参加者の声
　「絵を描くときは緊張し
ますが、出来上がりを想
像するとわくわくします」

大 正 琴 

　大正琴愛好会は、10 人
程度で月 2 回、老人福祉
センターで練習していま
す。大正琴が好きな仲間
が集まり、約 10 年活動
が続いています。地域イ
ベントや高齢者ふれあい・
いきいきサロンなどに参
加し、演奏会を行っています。仲間と一緒に、『青い
山脈』や『高校三年生』などの懐かしい曲を奏でてい
ます。

～さわやかな音色で奏でる懐かしのメロディー～

↑大正琴を奏でる

風 呂
　男性用と女性用の大浴場
があり、毎日約 30 人が利
用しています。

利用者の声

　「風呂は家で１人で入るより、仲間と入るほうが楽
しい」

案　内
● 開館日時
　月～土曜日　午前９時〜午後４時 30 分
　※日曜日、祝日および 12 月 29 日～ 1 月 3 日は休館
● 大浴場　月～金曜日　午前 11 時〜午後３時
● 利用（入館）料　１日当たり 20 円
　　　　　　　　　※市外の人は１日当たり 50 円

『老人憩の家』も利用してください
　カラオケや舞踊、健康マージャン、オカリナ教室な
どのサークル活動に利用できます。
● 波多津老人憩の家　● 大川老人憩の家
● 山代老人憩の家

風呂の利用者

い き い き 百 歳 体 操

～学びながら交流を楽しむ～

※施設の運営や事業の実施にあたっては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策を行っています。
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　住み慣れたまちで元気に暮らす特　集

地域で支え合う　〜住み慣れた地域で暮らす〜

買い物支援モデル事業がスタート

この日の『買い物支援』のスケ
ジュール

  9:30　利用者自宅にて乗車

10:00　地元スーパーで食品
　　　   を購入

10:50　伊万里ショッピングセ
　　　 ンターのスーパーや近く
　　　 のドラッグストアへ
　　　 　● 日用品や食品を購入
　　　 　● 衣料品を購入
　　　 　● 洗剤やティッシュな
　　　　　 どを購入
　　　　 ● 電化製品を見て回る
　　　　 ● 雑貨などを購入
　
12:00　利用者自宅にて下車

　松浦町岳坂区で、生活の中で困っている事を調査した結果、買い物す
る店が少ないことと公共交通が不便だという意見が多く聞かれました。
　そこで、岳坂区とその近隣の地区を対象に、『買い物支援モデル事業』
を７月にスタートし、月に２回実施しています。

　市社会福祉協議会のワゴン車で利用者の
自宅まで迎えに行き、松浦町内の店舗や市
街地のスーパーなどを回ります。買い物の
あとは、自宅まで送ります。

　会福祉協議会の井手さんに聞きました社
Q　利用できる人は？
　　利用できる人は、次のとおりです。利用したい人は相談してください。
　● 岳坂区およびその近隣の地区に居住している 65 歳以上の人
　● 自分で車の運転ができないなど、買い物に出かけることに困っている人
　● 自分で車の乗り降りや店内の移動ができ、レジで支払いが出来る人

Q　今後の展望は？
　　現在は、市社会福祉協議会の車を使用し、運転手や付き添いも社会福祉協議会の職員が行っていますが、将来
　的には、地域の皆さんが互いに助け合う『地域の中での支援体制づくり』を目標にしています。

市社会福祉協議会職員
井手亮太さん

　用者に聞きました利
　「自宅まで送迎してもらえるので、食品だけでなく、洗剤やトイレットペー
 パーなどの重い物やかさばる物も購入できるので助かります」
　「月２回、近所の人たちと一緒に買い物に出かけるのが楽しみです」

高齢者ふれあい・いきいきサロン

　高齢者ふれあい・いきいきサロンとは、一人暮らし
や外出をせずに家の中で過ごしがちな高齢者が、自宅
から歩いて行ける場所に気軽に集まり、ボランティア
や地域住民と一緒に活動をする『居場所』です。
　現在、市内には 56 か所のサロンがあります。サロ
ンでの活動は、参加者同士が自由に決めることができ、
健康体操やレクリエーションなど、さまざまな活動が
行われています。
　サロンを始めてみたい人は、市社会福祉協議会に相
談してください。開設のアドバイスをします。

〜上ノ山サロン『喜
き

楽
らく

会』を取材しました〜

利用者

↑市社会福祉協議会の車

地元スーパーでの買い物

市街地での買い物

　

　会の名前は、気楽に集まっ
て楽しんでもらおうという
思いから付けられました。
この日は、ネイル体験でお
しゃれを楽しみました。輪
投げでリフレッシュしたあ
とは、みんなで童謡を歌い
ました。

↑ネイルを塗って『お
しゃれ』を楽しむ
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多世代との交流を深める 〜知識や経験を生かして子どもたちの体験をサポート〜

伝統行事『もぐら打ち』

　平成 15 年に、二里町まちづくり推進事業
の一環としてスタートし、毎月第３水曜日に
開催しています。二里小学校の児童に、4 人
のスタッフが指導し、季節の花や食べ物を描
いています。
　子どもたちに教えることよりも交流するこ
とが楽しい。子どもたちの笑顔が元気のもと
になっています。

二里町　絵手紙教室

● 参加した児童に聞きました
　１年生から参加しています。先生た
ちは優しくアドバイスしてくれて、友
達と一緒に参加できるので楽しい♪

（６年生）
　はがきに筆を使って絵を描くこと
は、普段やらないことなので、とても
新鮮で楽しい！（４年生）

絵本の読み聞かせ『お話サロン』

大川内保育園

松浦保育園

　ボランティア連絡協議会は昭和 59 年に発足し、現在 85 団体（福祉施設を含む）が加入しています。主な活動は、
市民図書館の清掃や情報紙の発行、ボランティアまつりの開催などです。この中では、多くの元気な高齢者が活動し、
支えられる側だけではなく、支える側としても貢献されています。ここでは、取材した団体の活動を紹介します。

伊万里手話の会

自分ができることを生かす　〜ボランティアでつながる人と人〜

■ 情報紙『やぁ！お元気ですか』を発行
　ボランティア連絡協議会では、平成７年から毎月情報紙

『やぁ！お元気ですか』を発行しています。定期的に集まって
編集作業を行い、市民の皆さんにボランティアへの興味や関
心を深めてもらえるように、ボランティア団体の活動やイベ
ントなどの情報を掲載しています。
　『やぁ！お元気ですか』は、
各地区で班回覧されていま
すので、ご覧ください。ボ
ランティア活動や情報紙作
りをやってみたい人は、気
軽に市社会福祉協議会に連
絡してください。

■ 伊万里手話の会 
　昭和 51 年に国民体育大会が佐賀県で開催されるのにあ

わせて、各地区や学校などで『手話講習会』が開催された
のをきっかけに、サークル団体を発足し、『共に歩む』をモッ
トーに、聴こえない人たちと一緒に活動をしています。
　会員は 30 人で、毎週木曜日に定例会を開催。講演会や
イベントなどでの手話通訳を務めるメンバーもいます。現
在は、４年後に県内で開催される国民スポーツ大会に向け
て、学習会を定期的に開催しています。

■ お化粧ボランティア スイートピー
　平成 12 年頃に、化粧品会社の活動に参加して、自

分たちも同じような活動をやりたいと思い、メイクの
しかたを教わりながら知人に声をかけ、メンバーを増
やしました。福祉施設を訪問し、高齢者にメイク体験
をしてもらう『お化粧
セラピー』を行ってい
ます。年齢を重ねても
おしゃれを楽しんでほ
しい、メイクを体験し
て笑顔になってほしい
と思って活動を続けて
います。 ↑福祉施設での化粧セラピー

編集会議
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　住み慣れたまちで元気に暮らす特　集

　
取
材
を
終
え
て

　　
今
回
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
を
取
材
し
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
元
気
に
暮
ら
す
秘ひ

訣け
つ

を
知
り
、

『
集
い
の
場
』
が
地
域
の
支
え
合
い
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

大
正
琴
や
陶
芸
教
室
な
ど
の
趣
味
の
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
サ
ロ
ン
活

動
な
ど
、
人
と
人
と
が
触
れ
合
い
、
笑

い
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の

中
で
、
お
互
い
が
元
気
に
な
っ
て
い
る

よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
好
き
な
こ
と
を

続
け
な
が
ら
楽
し
み
、
た
く
さ
ん
笑
っ

て
い
る
こ
と
が
、
元
気
の
秘
訣
な
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
み
慣
れ

仲間づくりの輪を広げよう　〜きっかけは『老人クラブ』〜

　市老人クラブ連合会は、地域を基盤とする高齢者の自主的な組織です。現在の会員は 3,339 人（4 月現在）で、各
地区の老人クラブが 25 クラブあります。ここでは、老人クラブの活動について紹介します。

Q　老人クラブではどんな活動をしていますか？

Ｑ　子どもたちとの世代間交流について、詳しく
　教えてください。

　主に各町（地区）老人クラブで、地域性を生かし
た活動を行っています。主なものを紹介します。
● 波多津町
　波多津小学校の児童と米作り（田植えや稲刈り）
● 二里町
　昔遊び（竹馬や水鉄砲など）体験や門松づくり
● 大川町
　小学生と一緒にウォーキング
● 大川内町
　伝統行事を継承するため、毎年 1 月 14 日に大川
　内保育園児ともぐら打ちを行っています。

Ｑ　ボランティア活動にも取り組まれていると聞
　きましたが、どのような活動ですか？

　各町クラブで、コミュニティセンターの清掃や花
壇の花植え、草取りなどを行っています。また、市
民の交通安全を願って、マスコット人形を手作りし
ています。今年は、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止のために、手作りマスク 200 枚を作り、
市に寄贈しました。

老人クラブ会員の声

　「親しい仲間ができて嬉しい」
　「会員同士や子どもたちとの交流が楽しい」

老人クラブに入りませんか

　老人クラブでは、会員の生きがいや健康づくり
のために、社会奉仕活動やスポーツ、レクリエー
ションなどの活動を通して、親睦と交流を深めて
います。

　市老人クラブ連合会 中島 馨
かおる

会長に聞きました

　『年を重ねても健康で元気に！』
をモットーにしています。老人ク
ラブでのさまざまな活動を通して、
仲間が増え、生きがいや健康づく
りにつながっています。
　私たちと一緒に、楽しくクラブ
活動をしませんか。

会長 中島さん

● 対　象　原則 60 歳以上の人
● 問合先　
　老人福祉センター内　市老人クラブ連合会事務局
　（☎ ㉒７１０８）
　Ｅメール　imari.rc@ihn.jp

↑交通安全のマスコット人形を作る大川
老人クラブの会員

た
『
伊
万
里
』
の
ま
ち
で
、
人
や
地
域

と
つ
な
が
り
な
が
ら
一
人
一
人
が
楽
し

く
暮
ら
す
こ
と
が
、
ま
ち
の
元
気
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
社

会
福
祉
協
議
会

で
は
、
皆
さ
ん
の

力
を
借
り
な
が

ら
、『
人
に
や
さ

し
い
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
』
を
進

め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

山
本
　
菜な

都つ

子こ

南
　
　
　
亜あ

優ゆ

↑取材をした南さん（左）と山本
さん

　高齢者の健康づくりや介護予防活動、地域支え合
い活動、園児や児童・生徒との世代間交流活動など
を行っています。スポーツ活動も盛んで、毎年、グ
ラウンドゴルフやゲートボール、ゴルフなどの大会
も開催しています。また、カラオケや演芸交流会など、
趣味や特技を披露する発表会も開催しています。
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